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研究分野：昆虫生態学 

科研費の分科・細目：農学・環境農学 
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１．研究計画の概要 

本研究は、人為的に導入された日本在来の海

外侵入生物ナミテントウをモデル生物とし

て、侵入・定着段階の異なる国内外の複数の

地点で、日本在来の海外侵入生物であるナミ

テントウが、どのように定着分布拡大してい

るか（或はするか）を、個体群生態学•行動

学的手法を用いた海外野外調査で明らかに

し、ナミテントウが短期間に原産国以外で定

着・分布拡大した実態や要因を包括的に解明

すると同時に、ナミテントウが他種と共存で

きるメカニズムを、同族の近縁種や未知の共

存可能な種類に着目し、そのメカニズムを個

体群生態学•行動学・生理学・遺伝学的手法

で明らかにし、複雑な野外生態系で侵入した

地域の在来種の捕食者群集の多様性を保持

しながらどのように管理してゆくか、その管

理システム構築を研究目的としている。日本

在来の海外侵入生物ナミテントウを材料に、

ナミテントウの他種との共存メカニズム解

明のため、国内外での野外調査及び室内実験

をおこなう。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 野外調査：国内外（京都、マレイシア、

チェコ、イタリア等）野外調査を実施し、ナ

ミテントウ原産地、侵入地、及び侵入の可能

性のある地域）での、捕食性テントウムシの

実態を調査した。チェコでは、ナミテントウ

はもっとも普通に見られるテントウムシ類

であり、ナミテントウの侵入・定着が、急速

に進んだことが理解された。 

(2) 室内・野外実験：ナミテントウ及び同胞

種クリサキテントウの共存メカニズム解明

のため、成虫の採餌・交尾行動・産卵行動・

幼虫の採餌行動を観察し、２種の採餌・産卵

行動に関する行動生態学的な実験を行った。

一連の実験の結果、クリサキテントウは子 1

匹あたりの投資量を増やし、孵化幼虫の形態

を特殊化することで、足の速いアブラムシを

食べられることがわかった。すなわち、クリ

サキテントウはナミテントウが利用しにく

い資源に特殊化することで地域的な共存を

実現していることが示唆された。また両種の

相対頻度を変えてメスの繁殖成功（交尾率）

を調べた結果、ナミでは処理区にかかわらず

繁殖成功が高かったのに対し、クリサキテン

トウでは少数派になるにつれて繁殖成功が

著しく低下した。すなわち、クリサキテント

ウは繁殖干渉のコストを一方的に被ってお

り、非対称な交尾干渉が、ナミテントウの広

範な食性幅の進化と維持に貢献している可

能性が示唆された。 

(3) 遺伝解析実験及び体表ワックス化学成

分解析：原産国のナミテントウ個体群と侵入

先ナミテントウ個体群の遺伝的な差異を調

べるために、国内外のナミテントウ個体群の

サンプリングを継続して収集した。 

(4) これら研究遂行のため、国内外の関連研

究者と、研究実施計画の妥当性や解析手法に

着いて、意見交換行い、研究の中間発表を国

際学会で行った。 

 

３．現在までの達成度 

②概ね順調に進展している。 

国内外での野外調査は、ある程度実行され、

サンプルや野外データが集積されつつあり、

野外・室内実験からは、十分な成果得られつ

つある。 
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４．今後の研究の推進方策 

(1）野外調査：国内外野外調査を実施し、ナ

ミテントウ原産地、侵入地、及び侵入の可能

性のある地域）での、継続的な捕食性テント

ウムシの実態調査 

(2）室内・野外実験：ナミテントウ及び同胞

種クリサキテントウの共存メカニズム解明

のため、成虫の採餌・交尾行動・産卵行動・

幼虫の採餌行動を観察し、２種の採餌・産卵

行動に関する行動生態学的な追加実験 

(3）遺伝解析実験及び体表ワックス化学成分

解析：原産国のナミテントウ個体群と侵入先

ナミテントウ個体群の遺伝的な差異を調べ

るために、国内外のナミテントウ個体群の継

続的サンプルリング 

(4）これら研究遂行のため、国内外の関連研

究者と、研究実施計画の妥当性や解析手法に

着いて、意見交換及び中間発表 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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